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今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議

案
４
件
（
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
１
件
を
含
む
）、
市
長
提
出
議

案
30
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

《
議
員
提
出
議
案
》

◎�

鎌
倉
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
９
月
定
例
会
で
６
名

の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
今
定

例
会
に
お
い
て
改
め
て
審
議
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
市
議
会
と
し

て
、
行
財
政
改
革
に
向
か
う
姿
勢

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
す
べ
く
、

現
行
の
条
例
に
お
け
る
議
員
定
数

を
４
名
削
減
し
、
24
名
と
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
も
の
で
、
次
の
一

般
選
挙
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

※
下
段
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

◎�

鎌
倉
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
公
営
住
宅
の

建
設
基
準
で
あ
る
公
営
住
宅
等
整

備
基
準
と
公
営
住
宅
の
入
居
資
格

で
あ
る
入
居
収
入
基
準
が
条
例
に

委
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
必
要
な
事

項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
福
島
復
興
再
生

特
別
措
置
法
を
受
け
、
入
居
の
資

格
条
件
に
つ
い
て
、
居
住
制
限
者

が
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
い
う

条
件
の
み
で
、
市
営
住
宅
の
入
居

申
込
資
格
を
認
め
る
特
例
措
置
を

追
加
し
、
障
害
者
・
高
齢
者
等
に

対
す
る
裁
量
階
層
の
範
囲
を
具
体

化
す
る
と
と
も
に
、
省
令
で
定
め

る
市
営
住
宅
の
整
備
基
準
の
追
加

と
借
上
げ
住
宅
を
整
備
基
準
の
適

用
除
外
と
す
る
こ
と
な
ど
、
所
要

の
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎�

既
成
宅
地
等
防
災
工
事
資
金
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

既
成
宅
地
等
に
お
け
る
急
傾
斜

地
の
崩
壊
ま
た
は
土
砂
の
流
出
等

の
発
生
後
に
、
災
害
の
拡
大
と
再

度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う

復
旧
工
事
を
、
防
災
工
事
資
金
の

助
成
対
象
に
追
加
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
に

定
め
る
施
設
の
う
ち
、
鎌
倉
体
育

館
、
大
船
体
育
館
、
鎌
倉
武
道
館

及
び
見
田
記
念
体
育
館
を
、
鎌
倉

Ｋ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
に

指
定
。
期
間
は
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
の
５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
障
害
児
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
に
定
め
る
障
害
児
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
社
会
福
祉
法

人
ほ
し
づ
き
の
里
に
指
定
。
期
間

は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

鎌
倉
市
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ご
み
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
に
つ
い
て
の
請
負
契
約

を
、
三
菱
重
工
環
境
・
化
学
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
Ｏ
＆
Ｍ

事
業
本
部
と
締
結
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
契
約
金
額
は
32
億
２
８

１
万
５
千
円
で
す
。
工
事
の
竣
工

期
限
は
平
成
27
年
２
月
末
の
予
定

で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

名越クリーンセンター

補
正
予
算

　
次
の
補
正
予
算
議
案
を
、
議
会

で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案

を
可
決
し
ま
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算

　

世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
予

定
地
等
の
購
入
に
係
る
経
費
、
児

童
手
当
の
支
給
及
び
医
療
扶
助
等

の
生
活
保
護
扶
助
費
に
係
る
経

費
、
公
衆
ト
イ
レ
の
光
熱
水
費
に

係
る
経
費
、
小
町
通
り
景
観
舗
装

工
事
に
係
る
経
費
、
小
袋
谷
一
丁

目
の
土
地
開
発
公
社
所
有
地
購
入

に
係
る
経
費
な
ど
を
追
加
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
９
億

７
１
９
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
５
６
１
億
３
６
０
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

鎌
倉
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

都
市
計
画
道
路
腰
越
大
船
線
の

用
地
取
得
費
の
追
加
な
ど
で
、
歳

入
歳
出
い
ず
れ
も
２
億
３
５
２
０

万
円
を
増
額
し
、
こ
れ
に
よ
り
補

正
後
の
総
額
は
６
億
２
２
９
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

一
般
被
保
険
者
保
険
料
の
還
付

金
の
増
加
に
伴
う
追
加
で
、
歳
入

歳
出
い
ず
れ
も
３
０
０
万
円
を
増

額
し
、
こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
総

額
は
１
７
６
億
９
９
０
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

12
月
臨
時
会
を
開
催

　
本
臨
時
会
は
、
地
方
自
治
法
第

１
０
１
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

議
員
10
名
か
ら
市
長
に
対
し
、
招

集
請
求
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
12
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
議
案
が
５
名
の
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
多
数
の
賛
成
に
よ
り
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

◎�

鎌
倉
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

　

二
元
代
表
制
の
中
で
、
議
会
の

責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
、

そ
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
は
、

本
市
の
将
来
の
た
め
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
本
市
の
厳
し

い
財
政
状
況
に
鑑
み
議
会
も
財
政

改
革
に
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
で

あ
る
が
、
議
会
は
持
て
る
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
課
題
解
決
を

図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議

員
定
数
を
２
名
削
減
し
、
そ
の
経

費
を
議
会
事
務
局
へ
の
法
制
担
当

書
記
の
設
置
な
ど
調
査
力
向
上
の

環
境
構
築
に
充
て
る
と
い
う
も
の
。

　
昨
年
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
、

平
成
24
年
度
市
区
町
村
議
会
議
員

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い

て
、
35
年
に
わ
た
り
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
松
中
健
治
議
員

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○賛成　△多数賛成　●反対　▲多数反対　※1可否同数　※2退席

議決された主な議案各会派所属議員
� （○印は代表者、括弧内の表記は略称）

※�会派とは、市政に対して同じ考え方、意見を持つ議員の集団のこと
をいいます。本市議会では、代表質問を行ったり議会運営委員会の
委員となる、いわゆる議会運営上の交渉会派は所属議員２人以上と
しています。

【会派名の変更】
平成24年11月８日付で「民主党鎌倉市議会議員団」は「鎌政会」に
名称変更しました。

神奈川ネットワーク運動・鎌倉（神奈川ネット）
　○三宅　真里、石川　敦子、太田　治代、石川　寿美
日本共産党鎌倉市議会議員団（日本共産党）
　○吉岡　和江、高野　洋一、小田嶋　敏浩、赤松　正博
鎌倉みらい（鎌倉みらい）
　○前川　綾子、伊東　正博、渡邊　昌一郎、池田　実
公明党鎌倉市議会議員団（公明党）
　○納所　輝次、西岡　幸子、大石　和久
鎌倉無所属の会（鎌無会）
　○髙橋　浩司、長嶋　竜弘、安川　健人
かがやく鎌倉を創る会（かがやく鎌倉）
　○中村　聡一郎、久坂　くにえ、山田　直人
鎌
けん

政
せい

会
かい

（鎌政会）
　○岡田　和則、飯野　眞毅

無所属　
松中　健治、千　一、渡辺　隆、中澤　克之

　
東
日
本
大
震
災
を
機
に
「
地
震

が
あ
っ
た
ら
津
波
が
来
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
高
台
に
避
難
」
と
よ

く
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

家
の
中
に
い
た
場
合
は
避
難
す
る

前
に
無
事
に
家
の
外
に
出
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

家
が
倒
壊
し
な
い
こ
と
、
家
具
な

ど
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
兵
庫
県
警
察
本
部
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
阪
神
大
震
災
で
は
死
者
の

88
％
が
建
物
の
倒
壊
と
家
具
の
転

倒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
鎌

倉
市
の
津
波
の
想
定
は
14
・
４

メ
ー
ト
ル
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

津
波
の
こ
と
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
前
提
を
忘
れ
が
ち

に
な
っ
て
は
い
な
い
か
と
危
惧
し

て
お
り
ま
す
。

�

（
飯
野　
眞
毅
）

　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
委
員
長　
太
田　
治
代

　
　
副
委
員
長　
長
嶋　
竜
弘

　
　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
　
委　
　
員　
飯
野　
眞
毅

　
　
委　
　
員　
久
坂
く
に
え

　
　
委　
　
員　
渡
邊
昌
一
郎

　
　
委　
　
員　
小
田
嶋
敏
浩

編
集
後
記

総
務
大
臣

議
員
在
職
35
年

�
に
感
謝
状

議　　　　案 議決
結果

会　　派　　名 無
所
属

神
奈
川

ネ
ッ
ト

日

本

共
産
党

鎌

倉

み
ら
い

公
明
党

鎌
無
会

か
が
や
く

鎌

倉

鎌
政
会

12
　
月
　
定
　
例
　
会

条　
例

第62号 地方税法第314条の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入
れる特定非営利活動法人等を定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第71号 鎌倉市既成宅地等防災工事資金助成条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第75号 鎌倉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

第79号 平成24年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）（世界遺産ガイダンス施設予定地等の購入費等の追加）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

第55号 工事請負契約の締結について（名越クリーンセンターごみ焼却施設基幹的設備改修工事）可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

第59号 求償金減額等調停事件の和解について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※1

第60号 指定管理者の指定について（鎌倉体育館、大船体育館、鎌倉武道館等スポーツ施設）可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
議
案

第７号 鎌倉市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について（28名→24名） 否決 ● ● ● ● ○ ● ○ ▲

第11号 安全・安心の医療・介護実現のための医師・看護師等の大幅増員
及び夜勤改善を求めることに関する意見書の提出について 可決 ※2 ○ ○ ○ ※2 ○ ● ○

12　
月

臨
時
会

第15号 鎌倉市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について（28名→26名） 可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ △

松中健治議員


